
令 和 ４ 年 ５ 月

苫 小 牧 市

市長公約の取組状況

（令和４年３月末までの進捗状況）





Ⅰ　市長公約取組状況総括表

Ⅱ　市長公約取組状況

 ※　令和４年３月末の進捗状況について

基本政策進捗 :

公 約 進 捗 :

施 策 進 捗 :

５つの公約進捗状況を平均して算出

２つの施策進捗状況を平均して算出

担当部署が１０段階評価を行った取組事業内容を平均して算出
（★表記）

　令和４年３月末における基本政策、公約、施策の進捗状況を示しています。また、

施策ごとに令和４年３月末までに実施した具体的な内容について記載しています。

　はじめに

　各公約は２つの施策から構成されており、各施策の年度末における進捗状況を１０

段階で評価しました。各施策の１０段階評価を行った後、各公約をパーセント表示で

数値化しました。その結果は、次の２つの表でまとめてあります。

　市長は４期目の選挙に当たり、５つの基本政策を柱とする２５項目５０施策の公約

を掲げました。市では、これらを重要施策と位置づけて、着実に取組を進めていま

す。取組開始より３年９か月が経過した、令和４年３月末時点での各公約の取組状況

を取りまとめましたので公表します。

　新型コロナウイルス感染症拡大により、公約に関連した事業の推進に影響を及ぼし

たものもありますが、市長任期終了までの期間も引き続き取組を進めていきます。

※　市長公約の進捗状況の数値化

　令和４年３月末における公約の進捗状況を、構成する各施策の平均値で示していま
す。
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令和３年３月末 令和４年３月末

（％） （％）

Ⅰ 73 90

Ⅰ-1*1 95 95

Ⅰ-2*2 59 85

Ⅰ-3*3 75 92

Ⅰ-4*4 75 100

Ⅰ-5*5 60 80

Ⅱ 69 91

Ⅱ-1*1 38 68

Ⅱ-2*2 79 98

Ⅱ-3*3 70 100

Ⅱ-4*4 84 97

Ⅱ-5*5 74 91

苫小牧駅前広場を名実ともに苫小牧の顔として復活します

中小企業や商店街の活性化と地場産品を活かした農林水産業の振興を図ります

苫小牧港のロジスティックス機能の強化に取り組みます

様々なツールや苫小牧がもつ観光資源を使って苫小牧をＰＲします

新千歳空港の民営化を見据えた施策に取り組みます

女性活躍社会の実現に取り組みます

人口の減らない街苫小牧をめざします

市営住宅管理戸数の適正化や、民間委託を実施します

職員の資質の向上、コンプライアンスの徹底を図ります

産業流通の活性化、働く人の明るい
笑顔あふれるまち苫小牧　導きます！4th stage

Ⅰ　市長公約取組状況総括表

施　　　　策　　　　区　　　　分
進捗状況

行革を進め、無駄のない効率的な
都市機能をもつまち苫小牧　築きます！4th stage

新たな行財政改革計画を策定します
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令和３年３月末 令和４年３月末

（％） （％）

Ⅲ 89 97

Ⅲ-1*1 67 92

Ⅲ-2*2 100 100

Ⅲ-3*3 100 100

Ⅲ-4*4 84 98

Ⅲ-5*5 92 97

Ⅳ 75 94

Ⅳ-1*1 75 100

Ⅳ-2*2 80 100

Ⅳ-3*3 72 92

Ⅳ-4*4 65 80

Ⅳ-5*5 85 100

空き家、空き地対策に取り組みます

クリーンで快適な街苫小牧をつくります

霊葬場や霊園の施設整備を実施します

環境保全・地球温暖化への対応施策を実施します

子どもたちに必要な施設の誘致、整備に取り組みます

市民の生命・財産を守る施策を実施します

災害時等における高齢者、被災者の生活を守る施策を行います

自然を生かし、環境と調和のとれた
美しいまち苫小牧　守ります！4th stage

受動喫煙防止条例「フレッシュエアー条例（仮称）」を制定します

施　　　　策　　　　区　　　　分
進捗状況

お年寄りや子どもたちが安心して
暮らせるまち苫小牧　育てます！4th stage

「苫小牧版地域包括ケアシステム」の構築を進めます

子どもたちの健康と安全を守る施策を実施します
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令和３年３月末 令和４年３月末

（％） （％）

Ⅴ 68 85

Ⅴ-1*1 45 65

Ⅴ-2*2 80 85

Ⅴ-3*3 50 85

Ⅴ-4*4 83 93

Ⅴ-5*5 80 95

74.8 91.4

進捗状況

心の通い合う、やさしい音楽の流れる
暖かなまち苫小牧　愛します！4th stage

子どもたちの夢をかなえる施策を行います

幼児を持つお父さんお母さんを応援します

工業都市苫小牧に文化芸術の花を咲かせます

国際化を意識した施策を展開します

大学教育への取り組みを進めます

全　　　　　体

施　　　　策　　　　区　　　　分
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基本政策Ⅰ　：　行革を進め、無駄のない効率的な都市機能をもつまち苫小牧　築きます！　４th stage

基本政策Ⅱ　：　産業流通の活性化、働く人の明るい笑顔あふれるまち苫小牧　導きます！　４th stage

基本政策Ⅲ　：　お年寄りや子どもたちが安心して暮らせるまち苫小牧　育てます！　４th stage

基本政策Ⅳ　：　自然を生かし、環境と調和のとれた美しいまち苫小牧　守ります！　４th stage

基本政策Ⅴ　：　心の通い合う、やさしい音楽の流れる暖かなまち苫小牧　愛します！　４th stage
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政
策
Ⅰ

90

1 95

●

●

2 85

●

●

行革を進め、無駄のない効率的な
都市機能をもつまち苫小牧　築きます！4th stage

新たな行財政改革計画を策定します

行革プランＮＥＸＴ－ＳＴＡＧＥ（2015～2019）を着実に実行し、さ
らに「新行政改革プラン２０２０（仮称）」を策定します

・行政監理室
★★★★★
★★★★★

・「行政改革プラン－NEXT STAGE－」の各取組について評価を行いました。
・市民サービス向上と行政コスト削減という相反する課題にチャレンジしながらも、５年間
で約46億円の財政効果を生み出すことができました。
・令和２年度から開始した「行政創革プラン」の進捗の評価方法について、行政改革推
進審議会の意見を踏まえ決定しました。

Ⅱ　市長公約取組状況（令和４年３月末の状況）
基本政策 進　捗

状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

取組事業内容（令和４年３月末）

財政シミュレーションにより財政指標を管理し、財政健全性を確保
しながら費用の平準化を図ります

・財政課
★★★★★
★★★★☆・「財政基盤安定化計画　SecondStage」に掲げた、財政指標による管理や、基金の管理

など４つの基本方針に基づき、財政の健全性確保及び基盤強化に向けた取組を行いま
した。

女性活躍社会の実現に取り組みます

市役所における女性管理職の登用を進めます

・行政監理室
★★★★★
★★★☆☆

・「メンターサロン～育児休業中職員のための相談会～」を対面型とオンラインの２回実
施しました。
・第２期苫小牧市特定事業主行動計画に基づき、仕事と子育て・介護等の両立や女性
の活躍推進に向けた職場環境づくりの一環として、行政監理室内に「両立支援・女性活
躍相談窓口」を設置しました。

男女平等参画都市宣言を踏まえた施策を推進します

・協働・男女平等参画室
・行政監理室
・工業・雇用振興課

★★★★★
★★★★☆

・一人でも多くの市民に「無意識の偏見」等に気づいてもらうことを目的に自分らしさ応
援EXPOを実施しました。
・働く意欲がありながらも、出産・育児などを理由に離職している女性の就職を支援する
「なでしこ就職応援事業」を託児付きで実施することで、子育てママの参加を促し、働く
ことがイメージできないという女性の活躍促進につなげました。
・「職場改善コンサルティング事業」として、市内企業の課題に応じ、社会保険労務士な
どの専門家による個別コンサルティング支援などを実施し、女性や若者など誰もが働き
やすい職場環境づくりを支援しました。
・新任管理職を対象とした階層別研修の中で「イクボス養成講座」を実施しました。
・７～９月を働き方改革強化月間として、育児・介護・治療と仕事の両立等、多様な働き
方の実現とワーク・ライフ・バランスを推進しました。
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3 92
●

●

4 100
●

●

5 80
●

●

職員の資質の向上、コンプライアンスの徹底を図ります

市民からの信頼獲得のため、研修の質の向上を図ります

・行政監理室
★★★★★
★★★☆☆・主に採用後３年程度の若手職員を対象に、特別研修「会計事務～市役所に入って最

初に学ぶ会計」を実施する予定でしたが、コロナ禍を考慮し、新採用職員研修継続課
程において同様の研修を実施することとしました。

公用車による事故違反絶滅に向け、取り組みを強化します

・行政監理室
★★★★★
★★★☆☆

・交通安全強化週間において運転前チェックシートの提出と腕章の着用を徹底したほ
か、交通安全ニュースを発行するなど、職員一人一人の安全運転意識の向上を図りま
した。
・公務中の事故・違反がゼロの部署に対して表彰をしたほか、事故・違反発生職場にお
いては独自の取組を実施しました。また、公用車走行中に部署名と目標を明記したマグ
ネットを掲示しました。

人口の減らない街苫小牧をめざします

雇用機会の拡大や生産年齢人口を増やす取り組みを展開します

・工業・雇用振興課
・港湾・企業振興課
・未来創造戦略室
・政策推進課

★★★★★
★★★★☆

・令和３年３月に策定した「苫小牧都市再生コンセプトプラン」の実現に向け、商工会議
所と連携し、引き続き、有識者の方々、まちづくり関係者や団体、市内企業等と議論を
重ねるとともに、本プランの目標に掲げる交流人口の増加に向け、本市の魅力ある資源
を活用した賑わい創出に係る事業を展開しました。
・奨学ローン返済助成制度、教育ローン利子補給制度の利用者拡大に向け、教育資金
セミナーを開催するなど、積極的な周知活動を行いました。
・企業訪問などを通じ、企業が抱える課題やニーズの把握に努めるほか、道内外での
フェアやセミナーにおいて進出企業や周辺自治体と連携し、企業誘致に向けたPR活動
を実施しました。
・工場の新増設への助成や雇用促進・職場定着に向けた補助など、設備投資に対する
バックアップや、人材確保のフォローアップに取り組みました。

現在直営で行っている管理業務を民間に委託し、サービスの向上と
費用削減を図ります

・住宅課
★★★★★
★★★★★・これまで直営で行ってきた住宅管理人業務について、既に民間委託を行っている夜

間・休日管理業務及び営繕業務と統合し、令和3年10月1日より民間委託を開始しまし
た。

市営住宅管理戸数の適正化や、民間委託を実施します

20年後の目標管理戸数を5000戸とした市営住宅整備を進めます

・住宅課
★★★★★
★★★★★・日新町及び末広町の市営住宅について、入居者移転や建替事業を計画的に実施し

ているほか、旭町及び高砂町の市営住宅の解体を行いました。

多子世帯への生活応援制度を創設します

・学校教育課
・ゼロごみ推進課
・こども育成課

★★★★★
★★★★☆

・３人目以降の小中学生の給食費を助成する給食費助成事業を継続実施しています。
・令和３年10月に１日限定で自転車、家具の割引販売を試験的に実施しました。
・国の保育料無償化の拡充に伴い、実費徴収となった副食費について、３歳以上児を
対象に、年収概ね570万円未満世帯の第３子以降を全額市費負担として実質無償化を
継続しています。

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

取組事業内容（令和４年３月末）
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政
策
Ⅱ

91

1 68

●

●

2 98

●

●

取組事業内容（令和４年３月末）

産業流通の活性化、働く人の明るい
笑顔あふれるまち苫小牧　導きます！4th stage

苫小牧駅前広場を名実ともに苫小牧の顔として復活します

地権者とも協力をして駅前の新たな顔つくりに取り組みます

・まちづくり推進課
・未来創造戦略室

★★★★★
★★☆☆☆

・令和３年６月に策定した「苫小牧市地域公共交通計画」に基づき、バスロケーションシ
ステムを導入したほか、市内バス路線の再編についてバス事業者と協議を開始しまし
た。
・旧サンプラザビルの土地にかかる権利集約に向けた取組を進めました。また、「苫小牧
都市再生コンセプトプラン」で示したまちづくりのコンセプト実現に向け、駅前周辺の再
生に向けた検討を継続しました。

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

まちなかイルミネーションを復活し、季節に応じた利用を提案しま
す

・未来創造戦略室
・農業水産振興課

★★★★★
★★☆☆☆

・４年目となる駅前イルミネーション事業を実施しました（令和３年12月１日～令和４年２
月14日）。
・イルミネーションの関連イベントとして、点灯式、ＳＮＳフォトコンテストやまちなか抽選会
などを実施しました。
・まちなかに親子の居場所づくりを進める市民団体に対して支援を行いました。
・臨時朝市の開催についてコロナウイルス感染症拡大防止対策を講じた上での開催方
法や市内部の各種計画との協力を検討しました。

中小企業や商店街の活性化と地場産品を活かした農林水産業の振興を
図ります

がんばる中小企業や商店街を応援します

・商業振興課
・テクノセンター
・未来創造戦略室
・工業・雇用振興課

★★★★★
★★★★☆

・駅前の個店の魅力向上を目的とした、商店街が実施するまちゼミの開催を支援しまし
た。
・「まちなかウォーキング」を実施し、中心市街地の店舗等を紹介するマップを作成しまし
た。また、商店街の景観向上を目的に、花壇の整備作業を高校生と商店街関係者で実
施しました。
・テクノセンターにおいて、新入社員、中堅技術者向けオーダーメイド型研修会「常設研
修会」を26回実施し、48名が受講したほか、令和３年１月から「FTIRを用いた有機系材
料の分析手法」コースを新設しました。
・後継者のいない市内中小・小規模事業者及び個人事業主の廃業を防ぐため、市が関
係機関と協力し、事業承継（第三者承継）の取組を支援しました。
・プレミアム付商品券の利用期間に合わせて商店街が行うタイアップ事業を支援するな
ど、コロナ禍においても柔軟に商店街支援事業を実施しました。

水産資源の保護と一次産業生産力の増大に取り組みます

・農業水産振興課
・未来創造戦略室
・緑地公園課

★★★★★
★★★★☆

・公設地方卸売市場について、令和３年10月に水産物部と青果部に指定管理者制度を
導入しました。
・苫小牧産（北海道産）のブランド化を推進するため、部門別市場連絡協議会が発足し
たほか、指定管理者の独自事業や整備計画に基づく整備事業を実施しました。
・苫小牧産農水産物プロモーション事業として、苫小牧漁業協同組合が実施したホッキ
貝新商品パッケージ作成費用に補助金を交付しました。
・東胆振１市４町で構成している「東胆振地域ブランド創造協議会」における、モバイル
スタンプラリーの実施や会員へメールマガジン配信したほか、会員に抽選で東胆振特
産品プレゼントなどを行いました。
・令和４年１月に東胆振スープのレシピを公開しました。また、FUN！FAN！東胆振ファ
ン会員に対してアンケートを実施しました。
・市有林の持つ多面的機能を維持するため、森林巡視等の作業を実施しました。
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3 100

●

●

4 97

●

●

5 91

●

●

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

取組事業内容（令和４年３月末）

苫小牧港のロジスティックス機能の強化に取り組みます

北海道農水産品輸出の拡大に向けた取り組みを進めます

・港湾・企業振興課
★★★★★
★★★★★

・令和２年５月に稼働を開始した、温度管理型冷凍冷蔵庫北海道クールロジスティクス
プレイス周辺の、フードコンプレックスエリアの形成を目指し、関係機関と協議を進めまし
た。
・はちとまネットワーク事業の「物流・貿易分野」において、八戸市、苫小牧市、苫小牧港
管理組合による情報収集や意見交換を行いました。

道路のネーミングライツに取り組みます

・維持課
★★★★★
★★★★★・令和４年３月に、本市道路施設で２例目となる旭大通アンダーパスのネーミングライツ

契約を締結しました。

様々なツールや苫小牧がもつ観光資源を使って苫小牧をＰＲします

滞在型観光振興に取り組みます

・観光振興課
・港湾・企業振興課
・未来創造戦略室

★★★★★
★★★★☆

・クルーズ船誘致のため、船社訪問を実施したほか、外国籍クルーズ船をターゲットとし
た「クルーズ・キーパーソン招請事業」に参加し、視察対応や意見交換を実施しました。
また、国等が監修したガイドラインに基づき、衛生部局等を含む関係機関で構成する
「苫小牧クルーズ船受入会議」を発足し、コロナ禍における受入体制を整える準備をし
ました。
・訪日外国人観光客等の増加に向けて、市内飲食店等のメニューやパンフレット、POP
等の作成にあたり、英語表記を支援したほか、多言語パンフレットをスマートフォン等で
閲覧できるQRコード付き観光パンフレットを作成しました。

北海道と本州を結ぶ物流大動脈の強化を目指します

・港湾・企業振興課
★★★★★
★★★★★

・平成２３年度から実施している「複合一貫輸送ターミナル改良事業」により、令和２年度
に南ふ頭岸壁の改良整備が完了しました。引き続き、小型船だまりの整備を実施してい
ます。
・港湾関係者と情報共有・意見交換を行い、苫小牧港港湾BCPを改訂しました。

新千歳空港の民営化を見据えた施策に取り組みます

航路下地域住民との意思疎通を図り、地域が望む振興策に取り組み
ます

・観光振興課
・空港政策課
・総合福祉課

★★★★★
★★★★☆

・(公財）新千歳空港周辺環境整備財団と連携し、住宅防音対策区域内の経年住宅を
対象に、冷暖房機器を16件設置したほか、建築主体工事、電気設備工事及び機械設
備工事を着工しました。
・東開文化交流サロンの設置に関する条例を制定したほか、指定管理者選定委員会を
開催しました。

空港のある街の利点を市民が享受できる施策に取り組みます

・スポーツ都市推進課
・未来創造戦略室
・港湾・企業振興課
・空港政策課
・観光振興課

★★★★★
★★★★☆

・スポーツ合宿や大会誘致に向け、スポーツ施設８か所17件の整備を行いました。
・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う経済・社会等の変化に応じた臨空ゾーンの新
たな在り方等を含め、北海道の経済・産業の発展への貢献について、様々な検討を行
いました。
・道内外のフェアやセミナー等に６回出展・参加し、企業立地における本市の優位性を
PRしました。また、立地相談があった企業を中心に、道内外20社の企業訪問を実施しま
した。
・「アニメツーリズム推進事業」や「コスプレフェスタ支援事業」等では、オンラインを活用
した本市の認知度向上及び魅力発信に努めました。また、各種観光情報誌を活用して
本市への誘客を図りました。
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政
策
Ⅲ

97

1 92

●

●

2 100

●

●

取組事業内容（令和４年３月末）

お年寄りや子どもたちが安心して
暮らせるまち苫小牧　育てます！4th stage

「苫小牧版地域包括ケアシステム」の構築を進めます

医療・介護などの多職種連携や地域の連携が円滑に行われるよう取
り組みます

・介護福祉課
・健康支援課

★★★★★
★★★★☆

・医療・介護関係者等の多職種間の意見交換や情報共有が円滑に進むよう、多職種研
修会を開催しました。
・地域の連携が円滑に進むよう、とまこまい医療介護連携センターによる在宅医療・介護
連携に関する相談支援を実施しました。
・試験運用されていた医療・介護連携手帳については、多職種間の情報共有としては
利便性が低いとの意見を受け、現在は、苫小牧保健所が中心となって東胆振地域入退
院連携支援ガイドラインの策定に向けて議論を進めています。

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

住み慣れた自宅等で過ごすことが可能となる在宅医療体制を整備し
ます

・介護福祉課
・健康支援課
・障がい福祉課

★★★★★
★★★★☆

・「介護職員育成支援事業」として、研修を受講する費用を支援したほか、「介護職員確
保支援事業」として、介護人材と事業所のマッチングを行いました。
・在宅医療の推進に向けて、とまこまい医療介護連携センターが中心となり、医療機関
向けの講演会の開催や在宅医療ハンドブックの作成、情報交換会の開催等、在宅医療
に対する認識を深める活動を行いました。
・医療的ケア児の在宅支援を行う事業所を増やすため、苫小牧地域訪問看護ステー
ションによる「看護師向けセミナー」を実施しました。また、支援方法について関係機関と
継続して協議を行いました。

子どもたちの健康と安全を守る施策を実施します

乳幼児等医療費助成制度の拡大を図ります

・こども支援課
★★★★★
★★★★★・令和元年８月診療分から開始した中学生の入院に対する医療費助成を継続して実施

するとともに、各医療機関と連携して市民への制度周知を行いました。

児童虐待防止条例を制定します

・こども相談課
★★★★★
★★★★★・児童福祉分野の大学教授をはじめ、弁護士や小児科医師などで構成される部会を設

置し、検討を行いました。この意見を踏まえ、令和３年１月１日に「苫小牧市子どもを虐
待から守る条例」を施行しました。
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3 100

●

●

4 98

●

●

5 97

●

●

子どもたちに必要な施設の誘致、整備に取り組みます

「子ども家庭総合支援拠点」の整備に取り組みます

・こども相談課
★★★★★
★★★★★・令和３年１月１日に、室蘭児童相談所苫小牧分室と市の児童相談部門が併設された、

苫小牧市こども相談センターの供用を開始し、苫小牧市の児童相談体制の強化を図り
ました。

取組事業内容（令和４年３月末）

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

市民の生命・財産を守る施策を実施します

日新消防署の建替えに着手します

・(消防本部)総務課
★★★★★
★★★★★・消防署日新出張所の建替え工事を行い、令和２年３月27日から運用を開始しました。

今後は大型ドローン運用に係る人材の育成や、大型水槽車の導入に向け検討を進め
ていきます。

道立特別支援学校を誘致します

・学校教育課
★★★★★
★★★★★・令和３年４月１日に北海道苫小牧支援学校が開校し、情報提供などの協力を継続して

います。

市立病院は地域の中核病院として専門医の確保充実とともに、医療
機器などの充足に努めます

・(市立病院)経営管理課
★★★★★
★★★★☆

・臨床研修病院として、北海道主催の合同プレゼンテーションや医育大学で開催した教
室説明会にオンラインで参加しました。
・医学部生の病院見学受け入れを随時行ったほか、当院独自のオンライン説明会を開
催しました。また、在籍研修医の声や臨床研修修了後の進路等をホームページに掲載
しました。
・手術支援ロボットを用い、泌尿器科における前立腺悪性腫瘍手術を実施しました。ま
た、泌尿器科領域以外の手術への活用に向けて準備を進めました。

災害時等における高齢者、被災者の生活を守る施策を行います

避難所におけるWi-Fi（ワイファイ）設置を拡大します

・危機管理室
・総務企画課

★★★★★
★★★★★・市内全小中学校38校への避難所Wi-Fiの設置が完了しました。

・苫小牧市公式LINEを用いて、新型コロナウイルス関連情報をはじめ、災害、危機管理
情報を発信しました。

災害時のトイレ機能を確保します

・危機管理室
・下水道計画課
・障がい福祉課

★★★★★
★★★★☆

・車椅子対応型ユニバーサルトイレや災害用マンホールトイレなど、災害用トイレの整備
を進めました。
・全国育樹祭において市職員がとまレットを運用したほか、災害時に活用する可能性の
ある部署への説明会を開催しました。
・車両出動時の安定運用に資するため、福祉ふれあいセンター敷地内に専用車庫を設
置しました。
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政
策
Ⅳ

94

1 100

●

●

2 100

●

●

取組事業内容（令和４年３月末）

自然を生かし、環境と調和のとれた
美しいまち苫小牧　守ります！4th stage

受動喫煙防止条例「フレッシュエアー条例（仮称）」を制定します

市民の健康や自然を守るため、公共施設における（敷地も含め）禁
煙を実施します

・健康支援課
★★★★★
★★★★★・令和２年４月１日に「苫小牧市受動喫煙防止条例」を施行しました。

・公共施設や都市公園における受動喫煙防止対策の取組状況を調査しました。

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

民間における分煙・禁煙などの取り組みを応援します

・健康支援課
・港湾・企業振興課

★★★★★
★★★★★

・リーフレットを作成し、市民の皆様及び観光客、各民間施設に「空気もおいしい施設」
認定店の普及啓発活動を行いました。
・「苫小牧市受動喫煙防止条例」に基づき、職場内の分煙を進める企業１社に対して、
喫煙室設置費用の支援を行いました。

空き家、空き地対策に取り組みます

危険家屋の対応や相談窓口などを開設します

・市民生活課
★★★★★
★★★★★

・札幌司法書士会や不動産関係団体の専門家を相談員として招き、空き家相談会を実
施したほか、空き家セミナーを開催しました。
・危険家屋の中でも特に注視が必要な空き家に対しては、年３回以上の現地調査により
危険性の変化を確認し、所有者が存在する空き家については、状態の改善を求める助
言、指導を行いました。

空き家利活用のシステムを作ります

・市民生活課
★★★★★
★★★★★

・空き家解体補助制度として、抽選により６件の助成を行いました。また、制度をより効果
的に活用するため、危険度の高い空き家から優先して補助を行いしました。
・北海道空き家情報バンクの利活用を促進するため、ホームページや関係団体を通じ
た周知を行いました。
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3 92

●

●

4 80

●

●

5 100

●

●

クリーンで快適な街苫小牧をつくります

糸井清掃センター廃炉後の跡地利用整備計画を策定します
・施設管理課
・ゼロごみ推進課

★★★★★
★★★★☆

・災害廃棄物仮置場としての跡地利用計画（素案）を作成しました。

取組事業内容（令和４年３月末）

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

霊葬場や霊園の施設整備を実施します

高丘霊葬場の改修を行います

・環境生活課
★★★★★
★★★☆☆・火葬炉増設に向けた、「高丘霊葬場火葬炉等改修工事基本計画」に基づき関係部局

と調整し、発注に向けた準備を行いました。また、待合室７室にタイルカーペットを敷設
し、椅子、テーブルを設置しました。

053大作戦を継続し、ごみ減量・リサイクル・環境美化のさらなる
推進に取り組みます

・ゼロごみ推進課
・施設管理課
・環境保全課

★★★★★
★★★★☆

・収集作業の効率化を図るため、隣接する２軒のごみ容器を寄せ合う「おまとめ収集」
と、容器にごみの有無を表示する取組を戸別収集モデル地区の一部で試行実施しまし
た。また、戸別収集を拡大する場合の実走行経路を想定し、より精度の高い費用算定を
行いました。
・食品ロス対策として、ごみ分別アプリを活用した小売店等の廃棄予定商品の売りきり情
報の配信を行ったほか、町内会及び小中学校で出前講座を行いました。
・地域住民等と連携し、ごみ拾い活動や不法投棄パトロール、食器等のリユース活動及
びフードドライブ事業を実施しました。

共同墓や第2霊園のニーズに合わせた整備を行います

・環境生活課
★★★★★
★★★☆☆・墓所を返還するために苫小牧信用金庫から借り入れたローンの利子などを、苫小牧市

が助成する制度を開始しました。

環境保全・地球温暖化への対応施策を実施します

自然環境保全地区「拓勇樹林」の整備を行います

・環境生活課
★★★★★
★★★★★・苫小牧市自然環境保全審議会での検討内容をもとに、拓勇樹林のあり方を決定し、保

全計画の見直しを行いました。

住宅用太陽光発電システム等の新・省エネルギーシステム助成を継
続するとともに、新たな温暖化対策を検討実施します

・環境保全課
★★★★★
★★★★★・ビークルツーホーム（V2H）とガスエンジンコージェネレーション（コレモ）を「住宅用新・

省エネルギーシステム補助事業」対象機器に追加しました。
・より多くの方に補助事業のことを知ってもらうため、対象機器の販売業者及び設置業者
への周知活動を行いました。
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政
策
Ⅴ

85

1 65

●

●

2 85

●

●

取組事業内容（令和４年３月末）

心の通い合う、やさしい音楽の流れる
暖かなまち苫小牧　愛します！4th stage

子どもたちの夢をかなえる施策を行います

老朽化した科学センターを移転改築します

・科学センター
★★★★☆
☆☆☆☆☆・「科学センターの在り方」をもとに、今後の方向性について検討を進めました。また、施

設の老朽化に伴い長寿命化を図るため、計画的な維持管理及び修繕等を行いました。

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

沼ノ端鉄南地区に児童図書館を開設します
・生涯学習課
・総合福祉課

★★★★★
★★★★☆

・令和４年12月に供用開始予定の東開文化交流サロン内への図書館機能の併設に向
けて、協議を進めました。

幼児を持つお父さんお母さんを応援します

親子で楽しめる室内遊戯スペースを設置します

・青少年課
・こども育成課

★★★★★
★★☆☆☆

・乳幼児親子を対象にした交流会（とまベビータイム、ベビーマッサージ、睡眠セミナー
など）を開催し、親子で過ごせる場を提供しました。
・認可保育園３園の子育てルーム、子育て支援センターにおいて、乳幼児と保護者が相
互に交流できるプレイルームを解放したほか、育児相談、絵本等の読み聞かせや離乳
食講習会など各種講習会を実施しました。

直営保育所の整備を促進します

・こども育成課
★★★★★
★★★★★・統合建替えを行ったみその・しみず保育園について、令和３年４月１日より新園舎での

保育を開始し、障がい児・乳児の受入れを拡充しました。
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3 85

●

●

4 93

●

●

5 95

●

●

工業都市苫小牧に文化芸術の花を咲かせます

苫小牧音楽祭を開催します

・生涯学習課
★★★★★
★★★☆☆・苫小牧音楽祭実行委員会を設立するとともに、各種鑑賞事業と支援事業を実施する

ため、企業及び関係団体などと連携・企画し、周知に努めました。

取組事業内容（令和４年３月末）

基本政策 進　捗
状　況
（数

値 ％）

公約内容 担当
部署施策内容

国際化を意識した施策を展開します

姉妹都市友好都市間の交流を促進します

・未来創造戦略室
★★★★★
★★★★☆・ネーピア市との盟約締結40周年事業は、新型コロナウイルスの影響により、やむを得

ず中止となりましたが、コロナ後の交流再開に向けて、姉妹都市、友好都市、市内関係
団体等と情報交換しながら、今後の交流事業の検討を行いました。

民間主導の美術館、美術展の誘致を行います

・美術博物館
★★★★★
★★★★☆・令和４年度の特別展開催に向けて、トヨタ自動車北海道(株)と連携しながら協議を継

続してきました。また、作品借用先である愛知県美術館や豊田市美術館などを訪問し、
信頼関係を築くとともに作品の借用交渉に努めました。

苫小牧における高等教育の連携強化を図ります

・スポーツ都市推進課
★★★★★
★★★★☆・北洋大学によるとまこまいマラソンへの企画ブース出展協力は、コロナ禍により中止と

なりました。今後も引き続き連携し、学生からの新たなアイディアをいただきながら、魅力
あるスポーツイベントの開催に努めます。

市民の国際感覚醸成に資する施策を実施します

・未来創造戦略室
・行政監理室

★★★★★
★★★★☆

・公共サービス民間提案制度を活用して、新たに外国人相談窓口の設置や、日本語講
師養成講座を民間委託により実施しました。また、企業向けのアンケートや情報提供の
強化により、外国人相談窓口における相談体制を拡充しました。
・令和３年度新採用職員研修において、国際交流に関する研修を実施し、職員の国際
感覚醸成を図りました。

大学教育への取り組みを進めます

苫小牧駒澤大学から経営移管された京都育英館に対し主体的なかか
わりを持って支援します

・政策推進課
★★★★★
★★★★★

・市職員２人を大学に配置し、定員充足に向けた学生の確保や、校名変更に向け関係
機関との調整などに協力を行いました。
・市職員による特別講座の開講や留学生にバス特別乗車証の交付を継続しました。学
生の確保に向けては、若者地元定着事業により実施している教育資金の助成制度にお
いて、同大学の学生にはインセンティブを設けています。
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